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特集 ■ 運動器の 10 年―成果と課題

　WHO が提唱した「Bone and Joint Decade 2000－2010」に呼応して，わが国でも「運動器の 10 
年」が展開され，無事にその活動が終了しました．本誌では，毎年，整形外科関連の特集を年に 1 回
は組むことを基本としていますが，今年はこのような背景から「運動器の 10 年の成果と課題」につ
いて取り上げることとしました．それぞれの領域における専門家に，「運動器の 10 年」に対するリハ
ビリテーション医学・医療の立場から総論的に論じていただくとともに，脊椎外科，関節外科，手の
外科の立場から，この 10 年の取り組みや進歩について述べていただきました．執筆者の方々には判
りやすく解説していただき，必ずや本誌の読者の皆様にも役に立つことと思います．
リハビリテーション医学・医療の立場から（赤居正美氏，1033 頁） 
　日本リハビリテーション医学会の取り組みについての簡単な紹介がなされたのち，超高齢社会にお
ける運動器疾患の意味が詳しく解説されている．特に運動低下，移動障害におけるリハビリテーショ
ン医学の立場，運動器疾患に伴う疼痛に対するアプローチが論じられている．さらにバランスや歩行
障害の分類，運動低下の影響，認知機能の低下予防などに関しての言及がなされたのち，今後の方向
性が示されている．
脊椎・脊髄外科の立場から（前田　健氏，1039 頁） 
　ここ 10 年における脊椎・脊髄外科の進歩と問題点，今後の課題が，著者の私見を交えて解説され
ている．市民への啓発運動の重要性，画像診断，薬物治療法について論じられたのち，特に観血的治
療の進歩が低侵襲化の流れを中心に詳しく述べられている．最後に脊髄損傷における最近の進歩と課
題について，荷重免荷式トレッドミルなどリハビリテーション関連の話題，再生医療の問題も含めて
言及されている．
変形性股関節症に対するリハビリテーション（馬場智規氏ら，1045 頁） 
　この 10 年における変形性股関節症のリハビリテーションに関して，運動療法に着目し，保存的治
療における運動療法の意義，評価，治療，今後の課題が述べられている．運動療法は，変形の進行予
防，機能改善に有効であり，早期からのリハビリテーションの介入が重要で，徒手療法や神経筋促通
法などについての解説がなされている．また股関節手術前後における運動療法についても，詳しく言
及されている．
手外科の立場から（清水弘之氏ら，1053 頁） 
　この 10 年の手の外科領域における，屈筋腱・伸筋腱に対する早期運動療法の導入，最小侵襲手技
に関連した骨折治療の変化，患者立脚型の評価法の導入，関節鏡・画像の進歩などについての言及が
なされている．さらに認定ハンドセラピスト制度の観点からのハンドセラピーの進歩，手外科専門医
制度の確立などについても，わかりやすく解説されている．
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